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                  公益社団法人日本ペタンク・ブール連盟 

 

 

 

入退会及び会費等に関する規程 

 

（目的） 

第１条 この規程は、公益社団法人日本ペタンク・ブール連盟（以下「本法人」と

いう。）の定款第１章第７条、第８条及び第９条の定めに基づき、本法人の会員

の入退会及び会費等に関して必要な事項を定め、会員身分の安定を図るとともに、

事業活動に経常的に生じる費用に充てるための収入を安定的に確保することを

目的とする。  

  

（入会の手続き） 

第２条 都道府県におけるペタンクを統括する団体の代表者で正会員として入会

しようとするもの、又は、その他の団体の代表者で理事会の承認を受けて正会員

として入会しようとするものは、次の書類を提出しなければならない。 

  （１）入会申請書 

  （２）団体規約 

  （３）役員名簿（氏名、住所、生年月日、役職名） 

  （４）会員数及び本法人賛助会員数 

  （５）入会する年度の事業計画及び収支計算書    

２ 理事で理事会の選任により正会員として入会しようとするものは、入会申請書

とともに、履歴書を提出しなければならない。理事会は、本法人の目的を正しく

理解する正会員にふさわしい人を選任しなければならない。   

３ 賛助会員として入会しようとする個人は、第５条に定めるところにより、正会

員である都道府県団体、又は、理事会の承認を受けた団体（以下「県連盟等」と 

いう。）を通じて、入会申請書を提出しなければならない。ただし、会長又は代

表理事副会長が特に必要がないと認めた場合は、提出を省略することができる。

賛助会員として入会しようとする団体は、入会申請書及び団体履歴書を提出しな

ければならない。  

  

（入会資格審査基準） 

第３条 会長又は代表理事副会長は、入会の可否を決定するに当たっては、理事会

の承認又は選任の決議に従うとともに、賛助会員の入会については、原則として

これを拒んではならない。 

２ 入会を決定した個人の賛助会員には、県連盟等を通じて会員証の発行をもって

通知するものとする。  
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 （入会金及び会費等） 

第４条 定款第２章第９条に規定する入会金及び会費は、次に掲げる通りとする。  

（１）入会金  

     ア 正会員  ５，０００円 

    イ 賛助会員 個人１，０００円  団体５，０００円 

（２）年会費 

    ア 正会員 

      団体 ２０，０００円 （ただし、賛助会員数が１０人以上２０人未満の

団体にあっては、１０，０００円、 １０人未満の団体にあっては、   

５，０００円とする。） 

 個人 １０，０００円 

     イ 賛助会員 

        個人 ２，０００円(小中高生及び学生並びに障がい者は、１，０００円) 

       （ただし、本法人に直接入会した者は、４，０００円（小中高生及び学

生並びに障がい者は、２，０００円）とする。） 

       団体 一口２０，０００円 

   ウ 事業年度内において、正会員から賛助会員への変更、又は、賛助会員か

ら正会員への変更があった場合には、期間の長い会員区分の年会費とする。 

（３）年間資格登録料  

    ア 上級指導員 ５，０００円 

    イ 中級指導員 ３，０００円 

    ウ 初級指導員 １，０００円 

    エ A 級審判員 ５，０００円 

    オ B 級審判員 ３，０００円 

    カ C 級審判員 １，０００円 

（４）会員証等再発行手数料（会員証等の紛失の場合） 

    ５００円 

（５）その他 

（１）、（２）、（３）、（４）については、理事会の承認を得て、単年度毎に減

額をすることができる。 

 

（会費等の納入）  

第５条 県連盟等は、所属する本法人の賛助会員の入会金、年会費及び年間資格を

とりまとめるものとする。  

２ 本法人に入会する正会員は、入会金及びその事業年度分の会費を、賛助会員は、

入会金、その事業年度分の会費及び資格登録料を所定の方法により納入しなけれ

ばならない。  

３ 本法人は、会員から入会金、年会費及び年間資格登録料が納入されたときは、

領収書を発行しなければならない。ただし、会員証を発行する場合、並びに、入

会金、年会費及び年間資格登録料が金融機関から振り込みの方法により納入され
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た場合は、領収書の発行を省略することができる。 

４ 会員から入会金、年会費及び年間資格登録料が納入されたときは、会員管理台

帳に記載しなければならない。  

  

（会員の所属） 

第６条 賛助会員は、原則として本人の居住地又は勤務地若しくは通学地が存在す

る県連盟等を通じて、本法人に入会するものとする。  

２ 県連盟等が存在しない県に居住地を有する者は、直接本法人の賛助会員となる

ことができる。 

３ 賛助会員は、身分を証明するにあたっては、会員証等を提示するものとする。 

４ 賛助会員が本法人に届け出た情報に変更がある場合、県連盟等を通じて本法人

に対してその旨を届け出なければならない。なお、所属する県連盟等に変更が生

じる場合には、変更前の県連盟等及び変更後の県連盟等の双方を通じて、本法人

に届け出るものとする。 

  

（更新手続き） 

第７条 賛助会員は、会員登録並びに指導員及び審判員資格登録の次年度の更新手

続きを、原則として１月１日から３月３１日までの間に行わなければならない。 

２ 賛助会員で１年及至（ないし）３年の間退会していたものが、再登録を希望す

る場合は、その期間は休会及び資格の停止期間とし、再登録を認める。 

３ 賛助会員は、更新手続きを行う際に、会費等（その事業年度分の会費及び資格

登録料）を所定の方法により納入しなければ、更新手続きを行うことができない。 

４ 賛助会員は、更新手続きを行う際に、会費等以外にも本法人に収めるべき代金

で未納金がある場合には、更新手続きを行うことができない。 

 

（会費の使途） 

第８条 第４条の入会金、年会費及び年間資格登録料は、５割以上を当該年度の公

益目的事業に使用するものとする。  

  

（退 会） 

第９条 正会員及び賛助会員が退会しようとするときは、定款第１０条による会員

の資格喪失時を除き、退会届を会長又は代表理事副会長に提出しなければならな

い。 

  

（補 則） 

第１０条 この規程に定めるもののほか、必要な事項は理事会が別に定める。  

  

（改 廃） 

第１１条 この規程の改廃は、理事会の議決を経て、総会の承認を要する。  
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附 則 

１ この規程は、本協会の設立の日から施行する。 

２ 設立初年度の入会金、年会費および年間資格登録料は、第４条の規定にかか

わらず、納付を要しない。  

３ 平成２２年度に特定非営利活動法人日本ペタンク協会の賛助会員であった

者で、平成２３年度から本協会の賛助会員として入会するものは、第４条の

規定にかかわらず、入会金の納付を要しない。  

 

附 則 この規程の改正は、平成２４年６月１７日に施行し、平成２４年４月１日

から適用する。  

附 則  この規程の改正は、平成２６年３月１５日から施行する。  

附 則  この規程の改正は、平成２７年６月７日から施行し、平成２８年４月１日

から 適用する。  

附 則  この規程の改正は、平成３０年６月３日から施行する。  

附 則  この規程の改正は、令和元年（２０１９年）６月２日から施行するが、

第７条３、４は、令和２年（２０２０年）４月１日から施行する。 

附 則  この規程の改正は、令和２年（２０２０年）６月７日から施行する。 

附 則  この規程の改正は、令和３年（２０２１年）６月６日から施行する。 

附 則  この規程の改正は、令和４年（２０２２年）６月５日から施行する。 

 


